
配当所得 

市県民税 

所得税 

※少額配当とは、１銘柄１回の
　 支払が５万円（年１回決算の 

場合は１０万円）以下の配当 
のことです。 

申告をしなくてもよい場合でも、申告をすれば総合課税され配当控除も適用されます。 
また、特別徴収された配当割額が所得割から、源泉徴収された所得税額が所得税から差し 
引かれます。そして、控除し切れなかった分は、還付されます。 
«申告するのと申告しないのとで、どちらが有利かは人によって異なります。» 

大口株主（発行済み株式総数の 
５％以上を有する株主） 

大口株主以外 

（金額の多少は関係ない） 

上場株式の配当所得 非上場株式の配当所得 

配　　当　　所　　得 

７％の所得税を源泉徴収 ２０％の所得税を源泉徴収 

申告をしなくてもよい 
申告をしなければならない 

（少額配当は申告をしなくてもよい） 

申告をしなければならない 
申告をしなくてもよい 

３％の配当割を特別徴収 特別徴収はない


